
る面

滋賀大学教育学部附属音楽教育支援センター

音楽を、生きる力に。

レッスン・セッション

ご案内



特別支援
ピアノレッスン（火・水・土）

音楽療法（木・金）

おとさぽピアノレッスンは、発達に障害があるなど、何らかの支援を必要とされる

方を対象とした、個別対応のレッスンです。

「音を楽しむこと」や「できた！という体験」を大切にしながら、お子さま一人ひ

とりのペースで、少しずつピアノ演奏へつなげていきます。ピアノに興味がある、

弾いてみたいという気持ちを、何より大切にしています。

年に一回、希望者による小さな発表会を企画しています。ステージでの経験を通し

て、音楽の楽しさや達成感を味わえる機会になればと思っています。

おとさぽの音楽療法は、生徒のみなさんが自由に作り上げる時間です。

音や楽器に囲まれて、「好きなこと」「したいこと」「おもしろいこと」を、一緒

に探していきましょう！

楽器を鳴らす、楽器に触れる、部屋の中を探索する、ごろごろする、聴く、歌う、

踊る…。 危なくなければなんでもOK

大事なのは「無理せず自分のペースで過ごすこと」

育ちを願い、余暇を潤し、心が元気いっぱいになるように、おとさぽの音楽療法が

サポートします。

育ちに合わせた、安心感のあるピアノレッスン

講師と一緒になって自分を表現する音楽の時間

【ピアノレッスンと音楽療法の違いについて】
どちらも豊かな心の育ちを大事に関わりますが、

音楽を目的とするか・手段とするかという違いがあります。

・ピアノレッスンでは、音楽の力を伸ばすことそのものを第一の目的とします。
・音楽療法では、音楽の力を使って、気持ちの安定・他者とのコミュニケーションを楽しむこと

などを重視します。
＊どちらにしようかお悩みの場合は、ご相談ください＊

【おとさぽレッスンについて】
◆入会金はございません。

◆振替レッスンはおこないません。

◆祝日や講師の都合によりレッスンが減る場合は、

お月謝は必要ありません。

おとさぽとは？
滋賀大学教育学部附属音楽教育支援センター（愛称：おとさぽ）は、

障害のある方のための音楽教育センターです。故・藤村泰子氏からの
ご寄附をもとに、2020年10月に設立され、障害児者を中心とした音
楽教育プログラムの提供、音楽活動の支援を行っています。
国や地方自治体からの委託や助成を受け、学校、障害福祉サービス

事業所などと連携しながら事業を進めています。アウトリーチ事業、
インリーチ事業、指導者研修会、パイロットプログラムの４つの事業
の柱をもとに活動を展開しています。

集中力が心配でしたが、先生が優しく
関わってくださり、落ち着いて取り組
めるようになりました。«保護者さん»

おとさぽ もっとやりたい！
30分じゃなくて2時間やりたい！

«生徒さん»

音楽療法の日は、時間に間に合うように
学校から走って帰ってくるんです。
とても楽しみにしています。«保護者さん»

1回30分／月2回 8,000円
ピアノレッスン・音楽療法ともに



特別支援
ピアノレッスン

宝田 美子 音楽療法士

関根 綾歌 音楽療法士

音楽療法

水上 恵美 音楽療法士

古儀 裕子 音楽療法士

八木 美砂子 音楽療法士

岩室 瑠花 音楽療法士

小山 怜香 音楽療法士

Mail otosapo@edu.shiga-u.ac.jp

Tell/Fax077-537-7744

おとさぽ

〒520-0862滋賀県大津市平津2-5-1
(滋賀大学大津キャンパス内音楽棟 1F）

おとさぽHP

お と さ ぽ 講 師

お問合せ
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